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幸塚久典
月に5.0個体／㎡，8月は最低値の0061個体／､fであっ
た．外側底面では1月に最高値の23個体／㎡，最低値
は5月の033個体／㎡であった。外側壁面では6月が最
高値の09個体／㎡，10月が最低値の006個体／㎡であっ
た。
防波堤内側底面のトラフウミシダでは7月と9月でば
最低値の0個体／㎡，5月では最高値で10個体／㎡，壁
Fig6-AOXy“脚α"/ﾙ"s”ﾌ〔)"IC"satthebottomofthesea、
outsidethebreakwater．
Fig.6-B･Oxyco"7〃"加sノcIpo"IC噸atthebottomofthesea
insidethebreakwater‘
灘
Fig.6-CD“α"7e〃α〃g〃"αdenselyattachingtostemso誉
Sαﾉ宮“”"7atthebottomofthesea・msidethebl-eakwater．
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面では8月が最低値の15個体／㎡，6月で最高値の127
個体／㎡であった。外側底面では5月で最低値の37個
体／㎡，1月で最高値の762個体／㎡、壁面では9月で最
低値の6個体／㎡,6月で最高値の68個体／㎡であった。
調査定点範囲外の防波堤内側底面ではニッポンウミ
シダが72個体／㎡，トラフウミシダが82個体／㎡，内
側壁面でニッポンウミシダが7.0個体／㎡の高密度を
確認した。また，内側底面ではトラフウミシダが茎状
部の長さが約8mあるマメタワラ（ホンダワラ類）上
に24個体が付着していた例があった。
考察
本調査の結果，ニッポンウミシダとトラフウミシダ
が七尾北湾（水族館前）の浅海域における転石上や防
波堤壁面などに高密度に生息していることが明らかに
なった。これら2種のうちトラフウミシダについては
石川県内では本調査地以外からの報告はない。またニッ
ポンウミシダでは本調査地の他に七尾北湾に3ケ所以
上，七尾西湾や富山湾側（東海岸）での海域（幸塚、
2001)，また同じ能登半島の富山湾の一部で北に位置
する九十九湾などで生息が確認されている（又多ほか，
1995)。しかし、本調査地のような高密度な個体群の
報告はない。今後はより詳細に周辺海域のウミシダ類
の分布を明らかにする必要があろう。
ウミシダ類の生息密度に関しての記述は国外での観
察が数例知られている程度である。現在までに知られ
ている最高密度個体群は，ジャマイカ沖水深約650m
に生息するヒメウミシダ科の一種4"re”〃spで65個
体／㎡（Morr，1963）やジャマイカ沖水深約150,1に
生息するクシウミシダ科のCCI"α""αか城",e"加"",is
の10個体／nf（Messing，1984)，種名は記していない
がグレートバリアリーフの礁湖で71個体／㎡
(Fabricius，1994）という報告がある。しかし先の2例
は深海底および水深100m以深の大陸棚からの報告で
あり，今回観察した浅海域とでは生息環境の差異が大
きい。またFabricius（1994）の観察は複数の種類の個
体数である。浅海産ウミシダ類についての記述はサン
ゴ礁海域の観察が多く，Zmarzly（1984）はマー シャ
ル諸島のEnewelak環礁に生息するクシウミシダ科の
CO"”"伽"αScﾙ/ege〃で最高密度が0.028個体／IIi
Oxyco"，α"/ﾙ"she""e"/では，0203個体／㎡と報告し
ている。またMeyerandMacurda（1980）はマラカル
諸島の夜間観察で051個体／､iの平均密度を認めたが，
これは4種類のウミシダ類の合計値であり，日中はサ
ンゴ礁に潜んでいて夜間は捕食のため，サンゴ礁の表
面に移動するという。Birkelandetal（1976）はマラ
七尾北湾における浅海産ウミシダ類の高密度出現
カル諸島の裾礁の東岸に生息する疎皮動物の個体群サ
イズの研究を礁縁にそってトランセクト調査を行った
結果，複数のウミシダの合計値で175個体／㎡，夜間
で04個体／㎡であると報告している。Fishelso壷
(1974）の紅海による観察では40から60個体／㎡であ
るが，ウミシダ類の種名が判明していない。今回の観
察では，ニッポンウミシダの最高密度は1996年12月22
日に防波堤内側底面において72個体／㎡，トラフウミ
シダでは1997年6月25日に防波堤先端内側と外側の境
界線の底面において82個体／㎡であった。これは現
在までに報告されている浅海産ウミシダ類の密度の中
では最も高い数値である。他海域に生息するウミシダ
類は多くの種類が共に群集を形成しているため種類ご
との生息密度を報告している場合は少ない。しかし本
調査地では，ウミシダの種類数は比較的少なく，特に
防波堤内側の水面付近では，ほとんど例外なくニッポ
ンウミシダの単一種類で群集が構成されていた。この
ような群集が七尾北湾の水族館前に位置する防波堤内
側だけで見られることは大変興味深い。その原因とし
ては，防波堤による波浪（荒波）や海底堆積物の巻き
返しを防止していて，防波堤内側にある生け賓網の魚
類の残餌の沈降や富栄養化によるプランクトンの増殖
などの要因が推測される。特に防波堤は消波作用があ
り，水流の速さが適度に緩やかになるのでウミシダ類
にとって生息しやすい環境になっていると推測される。
しかしこれらの原因については観察に基づく推論であ
り，実証的研究は今後の課題としてのこされている。
微地形による生活場所の環境についてはMeyeranご
Macurda（1980)，小郷（1984）などの日中における潜
水観察に基づく研究がある。小郷（1984）は和歌山県
紀伊半島白浜町の岩礁海岸で類型的にみたウミシダ類
の微地形による生活場所の研究を行い，ウミシダ類の
棲み分けを報告し，「細隙型」「くぼみ型」「平坦部型』
｢突出型」「岩盤以外への付着型」を区別した。それに
よるとニッポンウミシダは「くぼみ型」に属すると報
告している。小郷（1984）による「くぼみ型」の定義
は，比較的流水が強い場所のくぼんだ岩礁域に巻枝と
腕の背面を使って体を支持するとしている。しかし，
今回の観察では必ずしも巻枝と腕を使って体を支持し
ている個体だけではなかった。特に中型個体（腕長が
約10cm前後で腕数が20本未満）については，潮流が比
較的穏やかな防波堤内側の底面に生息し死体が小さい
ため巻枝だけで体支持を行う個体を多数観察した。ノ;
郷（1984）の定義に従えば巻枝のみを使って体を支持
するという点では「突出型」の区分に当てはまるが，
｢突出型」が主に生息する場所は潮汐流が最も強く，
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他の付着動物が生活できない場所という点では当ては
まらない。これに対しニッポンウミシダの中型から大
型個体は潮流や波浪の影響が強い防波堤外側の底面，
外側壁面に多く生息している。中型から大型個体（腕
長が10cm以上で腕数が20本以上）は高い流水圧を受
けるため小郷（1984）同様，巻枝と腕の基部を用いて
体支持を行うことを観察した。今後は海域別の個体群
サイズをより詳細に調査し,同種類の棲み分け状況を
精査する必要がある。
内側底面のニッポンウミシダの個体数を体支持のタ
イプ別でみると，1月から急に「岩盤以外への付着型圭
が増加した。原因については付着基盤であるホンダワ
ラ類の海藻の寿命がほぼ一年であり，12月頃から伸長
するためと考えられる。またホンダワラ類に付着する
ことにより，ホンダワラ類がある程度シェルターの役
割を行うとともに転石表面に付着するよりも効率よく
餌を捕食できるためと考えられるが，これらの要因に
ついては今後精査する必要がある。
小郷（1984）は和歌山県紀伊半島白浜町の岩礁海岸
でシモフリウミシダが刺胞動物に属するフトヤギ科の
一種の群体上に付着する「岩盤以外への付着型」様式
をもつと報告している。本調査地ではシモフリウミシ
ダはl個体しか確認できなかったがこれに代わって
同科のトラフウミシダが多く生息している。また本調
査地にはフトヤギは生息していないものの，これに代
わって褐藻のホンダワラ類の海藻に付着していること
から「岩盤以外への付着型」の生活様式をもつと考え
られた°また本調査ではニッポンウミシダの中型個体
(腕長10cm以上，腕数20本未満）がホンダワラ類に付
着することも観察したが，本種によるこのような観察
例は初めてである。類似の観察例として小郷(1984)は
瀬戸内海産のオオウミシダ乃皿o",e"αq/テロ’"αc'℃‐
戒Sc"sがホンダワラ類の茎状部によじ登り，その茎に
ぶらさがる行動を観察しているが，その理由について
は現在のところ不明である。その他の観察例として
Fishelson（1974）が紅海でヒラヤギ属の一種S"6e1℃‐
go堰/αルノc肺｡"jの群体上より200個体にのぼるヒメウ
ミシダ科の一種4"/e血〃βαﾊ'班orαが付着することを
観察している。
本調査の結果，浅海産ウミシダ類は種類により微地
形による生活場所や体支持方法は必ずしも定まってい
るわけではなく，潮流や波浪，地形などの物理的環境
と推測できる。
浅海産ウミシダ類の生態学的研究に関しては未解明
な部分が多い。今後も世界有数のウミシダ大群集地で
ある能登島における浅海産ウミシダ類の微地形による
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生息場所や群集構造，各ウミシダ類の生活史などにつ
いてさらに詳細な潜水観察に基づくデータの集積によ
りその特性を明らかにしていく必要がある。
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